
一五

Display and education of historical documents and records in the museum

NAGAMURA　Yoshitomo
The Museum of Kyoto

Abstract：This article explains the characteristics of recent displays of historical documents and records as well as the 
implementation of a workshop for elementary school students on them.
　　The exhibitions of historical documents and records at museums are required to be places for acquiring fundamental knowledge, 
like being able to read and understand similar materials encountered in diff erent places. For this reason, the large-scale exhibitions held 
at various locations in 2013 and which comprehensively treated historical documents drew attention.
　　With the new national education policy in mind, I would like to introduce two practices that are intended to familiarize elementary 
school students with historical documents and records. 
　　Taking Fujiwara no Michinaga’s MIDOKANPAKUKI as a model, the children write a diary using GUTYUREKI (a kind of calendar 
used in pre modern era). 
　　They write using a brush and the method of letter writing, of holding two sheets of paper in their hands (not placing them on a 
desk), used in the medieval period.
　　All of the anticipated aims were accomplished by vicariously experiencing past practices.

Keywords：museum, elementary schoolchild, workshop, GUTYUREKI (a kind of calendar used in pre modern era), how 
to write old letters



一六

【
研
究
論
文
】

博
物
館
に
お
け
る
古
文
書
・
古
記
録
の
展
示
と
教
育

（
平
成
27
年
８
月
31
日
受
付
，
平
成
27
年
10
月
20
日
受
理
）

京
都
府
京
都
文
化
博
物
館　

長
村
祥
知

キ
ー
ワ
ー
ド
：
博
物
館
、
小
学
生
、
参
加
体
験
型
学
習
、
具
注
暦
、
書
状
の
書
き
方

序
筆
者
は
、
歴
史
・
美
術
・
映
像
を
活
動
の
三
本
柱
と
す
る
公
立
博
物
館
に
勤
務
す
る
学
芸
員
で
あ
る
。

個
人
研
究
と
し
て
は
、
日
本
の
平
安
時
代
後
期
〜
鎌
倉
時
代
の
政
治
史
や
歴
史
叙
述
等
を
専
門
と
し
て

い
る
が
、
所
属
機
関
に
お
い
て
は
、
そ
う
し
た
時
代
・
分
野
で
の
専
門
に
限
ら
ず
、
歴
史（
特
に
日
本

古
代
・
中
世
）担
当
と
し
て
、
文
献
資
料
を
始
め
と
す
る
各
種
資
料
の
調
査
・
管
理
や
歴
史
系
展
示
の

企
画
・
運
営
に
携
わ
っ
て
い
る
。

博
物
館
法
第
一
条
に
「
こ
の
法
律
は
、
社
会
教
育
法
の
精
神
に
基（

マ
マ
）き

」
と
あ
る
こ
と
か
ら
も
明
ら
か

な
通
り
、
博
物
館
に
お
い
て
教
育
は
重
要
な
活
動
と
位
置
付
け
ら
れ
て
お
り
、
展
示
は
、
青
少
年
か
ら

社
会
人
ま
で
の
幅
広
い
対
象
を
念
頭
に
置
い
た
教
育
と
い
う
要
素
を
内
包
し
て
い
る
。
教
育
に
特
化
し

た
催
事
を
行
な
う
博
物
館
も
多
く
、筆
者
の
所
属
機
関
で
も
愛
称
・
通
称（
文ぶ

ん

博ぱ
く

）
に
ち
な
む
各
種
の
「
ぶ

ん
ぱ
く
子
ど
も
教
室
」「
ぶ
ん
ぱ
く
京
都
講
座
」
を
毎
年
数
度
開
催
し
、
さ
ら
に
季
節
や
展
示
主
題
に
合

わ
せ
た
教
育
系
催
事
を
随
時
開
催
し
て
い
る
。

本
誌
は
教
育
に
関
す
る
論
考
を
掲
載
す
る
学
会
誌
と
い
う
こ
と
で
、
日
本
の
文
化
や
伝
統
に
関
わ
る

筆
者
に
も
投
稿
を
お
勧
め
頂
い
た
。
改
善
す
べ
き
点
も
多
々
あ
ろ
う
が
、
実
物
資
料
に
向
き
合
う
こ
と

で
専
門
研
究
に
資
す
る
真
理
を
見
出
し
、
そ
の
知
見
を
幅
広
い
人
々
に
わ
か
り
や
す
く
伝
え
た
い
と
い

う
思
い
を
抱
い
て
日
々
悪
戦
苦
闘
し
て
い
る
身
と
し
て
、
試
行
錯
誤
の
経
験
を
書
き
残
す
こ
と
に
も
一

定
の
意
義
は
あ
ろ
う
。

本
稿
で
は
、
筆
者
の
専
門
に
深
く
関
わ
る
資
料
種
別
で
あ
る
文
献
資
料
、
特
に
紙
素
材
の
古
文
書
・

古
記
録
に
関
し
て
、
近
年
の
展
示
で
注
目
さ
れ
る
こ
と
、
お
よ
び
小
学
生
を
対
象
と
す
る
参
加
体
験
型

学
習
の
実
践
例
を
記
し
て
お
き
た
い
。
な
お
、
文
献
資
料
や
古
文
書
・
古
記
録
と
い
う
場
合
、
本
来
で

あ
れ
ば
木
簡
や
金
石
文
、
布
帛
へ
の
書
付
な
ど
も
含
ま
れ
る
が
、
本
稿
に
お
い
て
は
紙
素
材
の
も
の
を

指
す
こ
と
と
す
る
。

一　

文
献
資
料
の
展
示
と
参
加
体
験
型
学
習

１　

近
年
の
展
示
の
動
向
と
今
後
の
展
望

文
献
資
料
は
、
絵
画
・
彫
刻
や
工
芸
品
に
比
し
て
見
映
え
が
せ
ず
、
歴
史
系
の
展
示
の
中
で
も
考
古

遺
物
や
民
俗
資
料
に
比
し
て
特
に
地
味
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
に
、
集
客
や
収
益
を
厳
し
く
問
わ
れ
る
場

合
に
は
、
早
く
も
企
画
段
階
で
敬
遠
さ
れ
た
り
出
品
数
を
減
ら
し
た
り
す
る
傾
向
も
強
い
。

も
ち
ろ
ん
、
美
術
品
と
し
て
の
書
、
す
な
わ
ち
書
跡
作
品
や
料
紙
装
飾
の
鑑
賞
に
主
眼
を
置
い
た
展

示
も
開
催
さ
れ
て
お
り
、
京
都
国
立
博
物
館『
宸
翰
―
天
皇
の
書
―
』注

１
（
二
〇
一
二
年
）
や
東
京
国

立
博
物
館『
和
様
の
書
』（
二
〇
一
三
年
）
は
そ
の
好
例
で
あ
る
。
筆
者
が
所
属
機
関
で
次
の
展
示
の
主

担
当
を
つ
と
め
た
際
も
、
芸
術
的
関
心
が
主
で
あ
ろ
う
書
道
を
学
ん
で
い
る
方
か
ら
解
説
の
依
頼
を
受

け
た
。

・「
陽
明
文
庫
の
名
宝
２
（
天
皇
と
関
白
の
和
歌
）注

２
」（
二
〇
一
二
年
八
月
―
十
月
）



一七

・「
鎌
倉
・
室
町　

古
筆
の
世
界
」（
二
〇
一
二
年
十
月
―
十
一
月
）

・「
陽
明
文
庫
の
名
宝
４
（
古
典
の
英
華
―
『
源
氏
物
語
』
と
古
筆
切
―
）」

 

（
二
〇
一
四
年
九
月
―
十
一
月
）

し
か
し
、
文
献
資
料
の
中
に
は
、
こ
う
し
た
美
術
品
と
し
て
の
鑑
賞
に
向
か
な
い
も
の
の
方
が
は
る

か
に
多
い
。
そ
れ
に
も
関
わ
ら
ず
、
所
有
者
・
旧
蔵
者
の
名
を
冠
し
た
○
○
文
書（
こ
れ
ら
の
家
わ
け

文
書
を
指
す
場
合
の
「
文
書
」
に
は
古
記
録
・
古
典
籍
を
含
む
場
合
が
多
い
）
の
展
示
は
各
地
の
歴
史

系
博
物
館
で
し
ば
し
ば
開
催
さ
れ
て
い
る
。
さ
ま
ざ
ま
な
視
角
か
ら
の
文
献
資
料
の
読
解
を
通
じ
て
、

そ
れ
ら
を
作
成
あ
る
い
は
受
領
・
書
写
・
継
承
し
て
き
た
地
域
や
組
織
・
家
・
個
人
の
歴
史
を
具
体
的

に
解
明
す
る
こ
と
が
可
能
だ
か
ら
で
あ
り
、
文
献
資
料
の
実
物
を
管
理
・
展
示
し
、
そ
の
読
解
の
方
法

や
調
査
の
成
果
を
来
観
者
に
「
教
育
」
す
る
と
い
う
役
割
は
、
今
後
も
歴
史
系
博
物
館
の
重
要
な
使
命

と
し
て
あ
り
続
け
る
に
違
い
な
い
。
改
め
て
い
う
ま
で
も
な
く
、
博
物
館
の
使
命
は
集
客
や
収
益
の
論

理
だ
け
で
は
割
り
切
れ
な
い
の
で
あ
る
。

筆
者
も
ま
た
、
幸
い
な
こ
と
に
所
属
機
関
で
古
文
書
を
中
心
と
し
た
展
示
に
携
わ
る
機
会
を
得
て
、

『
八
瀬
童
子
―
天
皇
と
里
人
―
』（
二
〇
一
二
年
十
二
月
―
翌
年
一
月
）
の
補
助
や
、
以
下
の
展
示
の
主

担
当
を
つ
と
め
た
。

・「
陽
明
文
庫
の
名
宝
３
（ 〝
思
い
〞
を
伝
え
る
―
書
状
の
美
―
）」（
二
〇
一
三
年
九
月
―
十
月
）

・「
細
川
家　

永
青
文
庫
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
６　

南
北
朝
・
室
町
時
代
の
武
家
文
書
」

 

（
二
〇
一
四
年
二
月
―
三
月
）

・「
東
寺
百
合
文
書
―
地
域
の
記
憶
と
そ
の
継
承
―
」（
二
〇
一
四
年
四
月
―
六
月
）

・『
聖
護
院
門
跡
の
名
宝
―
門
跡
と
山
伏
の
歴
史
―
』注

３
（
二
〇
一
五
年
三
月
―
五
月
）

い
ず
れ
も
会
期
中
に
は
、
歴
史
学
を
学
ぶ
大
学
生
や
歴
史
に
興
味
が
あ
る
と
思
し
い
社
会
人
の
来
観

が
目
立
っ
た
。
何
人
か
か
ら
の
反
応
を
聞
い
た
限
り
で
は
、
次
の
よ
う
な
感
想
を
得
た
。

①
釈
文
と
現
代
語
訳
の
双
方
が
解
説
板
と
し
て
掲
出
さ
れ
て
い
て
わ
か
り
や
す
か
っ
た
。
双
方
を
掲
出

し
て
い
な
い
も
の
に
つ
い
て
も
、
掲
出
し
て
ほ
し
い
。

②「
で
あ
る
」調
を
用
い
て
厳
粛
な
雰
囲
気
を
出
し
た
大
型
解
説
パ
ネ
ル
と
、
個
々
の
文
献
資
料
の
文
章

を「
！
」や「
で
す
ま
す
」調
を
用
い
て
柔
和
に
現
代
語
訳
し
た
小
パ
ネ
ル
の
隔
た
り
が
面
白
か
っ
た
。

③
個
々
の
資
料
だ
け
で
は
わ
か
ら
な
い
基
礎
知
識（
古
文
書
の
書
札
礼
や
、
土
地
の
権
利
移
動
と
と
も

に
文
書
が
残
さ
れ
る
仕
組
み
、
古
典
籍
の
装
丁
等
）
の
解
説
が
あ
っ
て
勉
強
に
な
っ
た
。

④
現
代
の
書
類
行
政
に
通
じ
る
昔
の
感
覚
が
よ
く
わ
か
っ
た
。

⑤
写
真
帳
と
は
雰
囲
気
が
違
い
、
あ
る
展
示
品
の
厚
さ
や
料
紙
の
大
き
さ
、
書
風
が
他
の
展
示
品
と
見

比
べ
ら
れ
て
よ
か
っ
た
。

文
献
資
料
に
つ
い
て
、
個
々
の
翻
刻
文
や
、
そ
れ
を
現
代
語
訳
し
て
得
ら
れ
る
文
章
内
容
の
理
解（
①

②
）
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
様
式
・
機
能
や
形
態
を
も
含
め
て
多
角
的
に
理
解
し
た
い
（
③
④
⑤
）
と

い
う
来
観
者
の
期
待
・
要
望
が
窺
え
る
。

文
献
資
料
の
実
物
を
展
示
し
、
適
切
な
解
説
を
施
す
こ
と
で
こ
そ
、
そ
う
し
た
要
望
に
応
え
る
こ
と

が
で
き
る
の
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
質
・
量
と
も
に
充
実
し
た
解
説
を
準
備
す
る
余
裕
は
な
い
こ
と
の

方
が
多
く
、
多
く
の
解
説
板
を
出
せ
ば
出
す
ほ
ど
展
示
品
が
埋
没
す
る
嫌
い
も
あ
る
た
め
、
自
ず
と
限

度
は
あ
ろ
う
が
、
特
に
③
の
、
個
々
の
資
料
を
越
え
て
幅
広
く
文
献
資
料
を
読
解
す
る
た
め
の
基
礎
知

識
が
得
ら
れ
る
場
を
提
供
す
る
こ
と
が
一
つ
の
目
標
と
な
ろ
う
。
例
え
ば
来
観
者
が
同
種
の
資
料
を
別

の
場
所
で
見
た
と
き
に
も
理
解
が
及
ぶ
よ
う
な
、
本
質
に
迫
る
解
説
が
理
想
で
あ
る
。

そ
う
し
た
こ
と
に
注
目
し
た
と
き
、
二
〇
一
三
年
度
は
、
後
年
に
な
っ
て
振
り
返
れ
ば
、
博
物
館
に

お
け
る
大
規
模
古
文
書
展
示
の
画
期
と
位
置
付
け
ら
れ
る
年
に
な
る
と
思
わ
れ
る
。
古
文
書
は
、
家
わ

け
文
書
の
展
示
以
外
で
は
、
あ
る
人
物
や
事
件
に
焦
点
を
当
て
た
展
示
に
お
い
て
、
そ
の
一
部
を
説
明

す
る
資
料
と
し
て
展
示
さ
れ
る
こ
と
が
多
く
、
研
究
者
に
は
共
有
さ
れ
て
い
る
古
文
書
学
独
得
の
約

束
事
や
古
文
書
の
歴
史
的
展
開
を
総
体
的
に
扱
う
展
示
が
な
さ
れ
る
こ
と
は
少
な
か
っ
た
。
し
か
し

二
〇
一
三
年
十
月
〜
十
一
月
に
は
、
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館『
中
世
の
古
文
書
―
機
能
と
形
―
』注

４
と

神
奈
川
県
立
歴
史
博
物
館『
こ
も
ん
じ
ょ
ざ
ん
ま
い
―
鎌
倉
ゆ
か
り
の
中
世
文
書
―
』
が
開
催
さ
れ
、

年
度
末
の
二
〇
一
四
年
三
月
〜
四
月
に
は
大
津
市
歴
史
博
物
館『
湖
都
大
津
の
こ
も
ん
じ
ょ
学
』注

５
が

開
催
さ
れ
た
。
い
ず
れ
も
、
家
わ
け
文
書
に
と
ど
ま
ら
ず
、
様
式
・
機
能
・
形
態
・
伝
来
や
地
域
性
・

現
代
的
課
題
を
踏
ま
え
て
総
合
的
に
古
文
書
学
を
楽
し
め
る
企
画
で
あ
り
、
各
館
が
発
行
し
た
同
題
の

図
録
は
今
後
の
古
文
書
展
示
の
必
読
文
献
と
な
ろ
う
。

従
来
こ
う
し
た
大
規
模
展
示
が
な
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
一
因
に
は
、
集
客
・
収
益
を
見
越
し
た
不
安

が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
が
、
文
献
資
料
に
対
す
る
本
質
的
な
理
解
が
要
望
さ
れ
て
い
る
中
で
、
そ
れ
に

応
え
た
各
館
の
英
断
を
高
く
評
価
し
た
い
。



一八

２　

文
献
資
料
の
参
加
体
験
型
学
習

今
日
、
各
地
の
生
涯
学
習
施
設
で
開
催
さ
れ
て
い
る
社
会
人
向
け
の
古
文
書
講
座
は
比
較
的
人
気
が

高
い
と
聞
く
が
、
小
中
学
生
に
対
す
る
教
育
は
如
何
で
あ
ろ
う
か
。

平
成
二
十
三
年
度
か
ら
小
学
校
で
全
面
実
施
さ
れ
、
平
成
二
十
四
年
度
か
ら
中
学
校
で
全
面
実
施
さ

れ
た
新
学
習
指
導
要
領
で
、
社
会
科
で
は
小
学
校
・
中
学
校
と
も
に
博
物
館
・
郷
土
資
料
館
等
の
活
用

が
明
記
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
過
去
の
人
々
が
実
際
に
使
用
し
て
い
た
資
料
の
実
物
や
、
そ
れ
ら
に

つ
い
て
の
知
識
を
体
系
化
し
て
展
示
し
て
い
る
施
設
の
活
用
が
、
学
び
を
一
層
深
め
る
こ
と
は
い
う
ま

で
も
な
い
。

特
に
歴
史
は
暗
記
科
目
と
揶
揄
さ
れ
る
こ
と
も
多
い
が
、
多
種
多
様
な
史
料
の
解
釈
を
通
じ
て
真
理

に
迫
り
、
歴
史
像
を
描
く
と
い
う
歴
史
学
の
営
み
の
楽
し
さ
を
伝
え
る
た
め
に
も
、
史
料
か
ら
さ
ま
ざ

ま
な
こ
と
が
読
み
取
れ
る
と
い
う
体
験
を
す
る
こ
と
が
、興
味
関
心
を
養
う
重
要
な
手
だ
て
と
な
ろ
う
。

そ
れ
は
、
個
々
の
資
料
を
越
え
て
幅
広
く
文
献
資
料
を
読
解
す
る
た
め
の
基
礎
知
識
が
得
ら
れ
る
場
を

提
供
す
る
と
い
う
、
既
述
の
展
示
の
目
標
に
も
通
底
す
る
課
題
の
は
ず
で
あ
る
。

な
お
、「
史
料
」
と
い
う
場
合
、
一
般
的
に
は
活
字
化
に
よ
っ
て
把
握
し
う
る
文
章
・
文
字
列
を
指

す
こ
と
が
多
い
が
、
現
装
丁
や
料
紙
の
大
き
さ
・
紙
質
・
畳
み
方
、
あ
る
い
は
筆
跡
・
墨
色
と
い
っ
た
、

文
献
資
料
の
実
物
が
持
つ
形
態
面
に
も
注
目
す
る
こ
と
で
、
そ
れ
を
管
理
・
展
示
す
る
博
物
館
と
い
う

場
の
利
点
を
活
か
す
こ
と
が
で
き
よ
う
。
ま
た
、
特
に
小
学
生
の
場
合
、
知
ら
な
い
漢
字
や
言
葉
が
多

い
こ
と
も
あ
り
、
文
章
・
文
字
列
か
ら
文
献
資
料
を
学
ぶ
に
は
限
界
が
あ
る
。

そ
れ
ら
の
点
に
留
意
し
て
、
小
中
学
生
が
文
献
資
料
自
体
や
そ
れ
ら
を
記
し
伝
え
て
き
た
人
々
を
身

近
に
感
じ
、さ
ら
な
る
興
味
・
関
心
を
涵
養
す
べ
く
、参
加
体
験
型
学
習
を
計
画
し
た
。
鍵
と
な
る
の
が
、

文
献
資
料
の
作
成
・
筆
記
に
用
い
ら
れ
て
い
た
和
紙
・
筆
・
墨
で
あ
る
。
和
紙
・
筆
・
墨
は
、
現
代
に

お
い
て
青
少
年
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
多
く
の
社
会
人
に
と
っ
て
も
日
常
的
に
使
用
す
る
も
の
で
は
な

い
が
、
習
字
用
半
紙
や
筆
ペ
ン
は
身
近
に
入
手
で
き
る
材
料
・
道
具
で
あ
ろ
う
。
特
殊
な
材
料
・
道
具

を
必
要
と
し
な
い
点
は
、
学
習
成
果
の
追
試
が
容
易
で
あ
り
、
学
習
計
画
を
洗
練
さ
せ
て
い
く
上
で
も

重
要
と
思
わ
れ
る
。

以
下
、
筆
者
に
よ
る
教
育
実
践
の
う
ち
、
古
記
録
・
古
文
書
に
関
わ
る
も
の
を
一
つ
ず
つ
紹
介
す
る
。

二　

古
記
録
に
関
す
る
教
育
の
実
践

学
習
名
：
「
日
記
か
ら
１
０
０
０
年
前
を
体
感
し
て
み
よ
う
！
」

　
　
　
　
　
　
（「
夏
休
み
！
ぶ
ん
ぱ
く
京
力
隊
講
座
〜
学
芸
員
と
挑
戦
〜
」
の
一
単
元
と
し
て
）

実
施
日
時
：
平
成
二
十
四
年（
二
〇
一
二
）八
月
二
十
四
日（
金
）十
四
時
〜
十
六
時

　
　
　
　
　
　
（
そ
の
う
ち
約
十
五
分
）

参
加
人
数
：
七
名（
い
ず
れ
も
事
前
募
集
に
応
募
し
た
小
学
生
）

前
提「

夏
休
み
！
ぶ
ん
ぱ
く
京
力
隊
講
座
〜
学
芸
員
と
挑
戦
〜
」は
、参
加
者
が
複
数
の
学
芸
員
と
対
話
し
、

資
料
の
実
物
に
つ
い
て
多
角
的
に
学
ぶ
こ
と
で
、博
物
館
を
楽
し
む
こ
と
を
目
的
と
し
た
講
座
で
あ
る
。

募
集
チ
ラ
シ
に
は
次
の
よ
う
に
記
し
、
参
加
者
と
学
芸
員
の
対
話
が
生
ま
れ
る
こ
と
を
目
指
し
た
。

「
ぶ
ん
ぱ
く
京
力
隊
」
と
は
、
ぶ
ん
ぱ
く
の
こ
と
を
知
り
つ
く
し
て
、
京
都
の
ま
ち
の
中
で
面
白

い
文
化
や
秘
め
ら
れ
た
物
語
を
発
見
し
た
り
、そ
れ
を
ほ
か
の
人
に
も
報
告
し
た
り
し
て
く
れ
る
、

そ
う
！
例
え
る
な
ら
、
特
派
員
や
探
偵
団
の
こ
と
。
み
ん
な
の
質
問
や
報
告
は
、
ぜ
ひ
学
芸
員
さ

ん
た
ち
に
教
え
て
ね
。

当
日
は
、
小
中
高
生
が
無
料
で
入
場
で
き
る
二
階
総
合
展
示
室
内
に
、
七
人
の
学
芸
員
が
机
等
を
設

け
、
そ
れ
ぞ
れ
の
専
門
性
を
活
か
し
た
問
い
を
用
意
し
た
。
参
加
者
は
自
由
な
順
序
で
各
単
元
に
取
り

組
み
、
そ
れ
ぞ
れ
の
回
答
・
活
動
を
終
え
る
た
び
に
、
事
前
に
配
付
し
た
カ
ー
ド
に
学
芸
員
が
ス
タ
ン

プ
を
捺
す
こ
と
と
し
た
。
そ
の
中
で
筆
者
の
担
当
し
た
単
元
が
「
日
記
か
ら
１
０
０
０
年
前
を
体
感
し

て
み
よ
う
！
」
で
あ
っ
た
。
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《図１》



二〇

展
示
と
の
関
わ
り

同
時
期
の
二
階
総
合
展
示
室
で
は
、
筆
者
が
主
担
当
の
「
陽
明
文
庫
の
名
宝
２
（
天
皇
と
関
白
の
和

歌
）」
が
開
催
中
で
あ
り
、
そ
こ
で
近
衞
家
の
遠
祖
に
あ
た
る
藤
原
道
長（
生
九
六
六
〜
没
一
〇
二
七
）

の
自
筆
日
記『
御
堂
関
白
記
』
を
展
示
し
て
い
た
。『
御
堂
関
白
記
』
は
、
ま
と
ま
っ
て
残
る
世
界
最
古

の
自
筆
日
記
で
あ
り
、
当
時
の
最
高
権
力
者
周
辺
の
実
情
に
迫
り
う
る
好
個
の
史
料
で
あ
る
。
そ
の
重

要
性
ゆ
え
に
国
宝
に
指
定
さ
れ
、
二
〇
一
三
年
に
は
ユ
ネ
ス
コ
記
憶
遺
産
に
登
録
さ
れ
た
。

こ
の
千
年
前
の
日
記
の
特
徴
の
一
つ
と
し
て
、
具
注
暦
に
記
し
て
い
る
点
が
挙
げ
ら
れ
る
。
具
注
暦

と
は
、
前
近
代
に
用
い
ら
れ
た
暦
の
一
種
で
、
暦
日
の
下
に
吉
凶
や
禁
忌
等
を
注
記
し
た
巻
子
本
で
あ

る
。『
御
堂
関
白
記
』
の
場
合
、
二
行
分
の
余
白（
間
明
き
）
や
裏
に
日
記
を
書
い
て
い
る
。
こ
の
点
に

注
目
し
た
参
加
体
験
型
学
習
を
、
以
下
の
ご
と
く
実
施
し
た
。

実
施
目
的

参
加
者
が
自
ら
日
記
を
書
き
、
藤
原
道
長
の
日
記『
御
堂
関
白
記
』
と
比
較
す
る
。
そ
れ
に
よ
っ
て
、

①
平
安
時
代
の
日
記
を
身
近
に
感
じ
る
。

②
現
代
の
日
記
と
は
少
し
異
な
る
性
格
を
も
持
っ
て
い
た
こ
と
を
理
解
す
る
。

実
施
内
容

①
具
注
暦
に
日
記
を
書
い
て
み
よ
う
。

＊
注
６

枠
線
を
設
け
て
日
付
と
暦
の
み
を
記
し
た
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
（
図
１
）
と
鉛
筆
を
配
布
し
、「
あ

な
た
の
三
日
間
の
日
記
を
、
な
る
べ
く
く
わ
し
く
書
い
て
下
さ
い
」
と
指
示
す
る
。

＊
あ
え
て
消
し
ゴ
ム
は
渡
さ
な
い
。

＊
参
加
者
の
記
憶
が
曖
昧
な
場
合
は
、「
晩
ご
飯
は
何
を
食
べ
た
？
」、「
テ
レ
ビ
は
何
を
見
た
？
」、「
誰

と
会
っ
た
？
」
な
ど
と
質
問
す
る
。

②
展
示
し
て
い
る
『
御
堂
関
白
記
』
の
中
か
ら
、
八
月
二
十
五
日
の
記
事
を
探
し
、
そ
の
特
徴
や
感
想

を
考
え
よ
う
。

＊
昔
の
人
は
二
十
を
「
廿
」
と
書
い
た
。
こ
れ
は
「
十
」二
つ
を
左
右
に
置
い
た
も
の
で
あ
る
。

＊
参
加
者
が
考
え
あ
ぐ
ね
て
い
た
ら
「
墨
と
鉛
筆
の
違
い
は
何
だ
ろ
う
？
」

成
果
・
所
感

参
加
者
の
日
記
と
の
類
似
点
と
し
て
、
次
の
点
を
確
認
し
た
。

①
道
長
も
日
記
を
書
い
た
り
書
か
な
か
っ
た
り
し
て
い
る
こ
と
。

②
枠
の
中
で
、
少
し
し
か
書
か
な
い
日
は
字
を
大
き
く
書
き
、
詳
し
く
書
く
日
は
小
さ
く
書
く
と
い
う

よ
う
に
、
記
事
の
量
に
応
じ
て
字
の
大
き
さ
が
変
わ
っ
て
い
る
こ
と
。

③
消
し
ゴ
ム
が
な
い
の
で
、
字
の
上
に
字
を
書
き
直
し
て
い
る
こ
と
。

　

相
違
点
と
し
て
、
次
の
点
を
確
認
・
説
明
し
た
。

④
道
長
は
漢
字
の
み
で
日
記
を
書
い
て
い
る
こ
と
。

⑤
自
分
の
こ
と
よ
り
も
家
族
の
イ
ベ
ン
ト
や
世
の
中
の
ニ
ュ
ー
ス
を
書
き
残
し
て
い
る
こ
と
。

三
日
間
に
特
記
す
る
出
来
事
が
な
く
、
当
初
は
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
へ
の
記
入
が
進
ま
な
か
っ
た
参
加
者

も
あ
っ
た
が
、
テ
レ
ビ
や
食
事
、
会
っ
た
人
等
の
記
憶
を
尋
ね
る
こ
と
で
、「
日
常
」
に
も
変
化
が
あ

る
こ
と
に
気
付
い
た
よ
う
で
あ
る
。
実
施
目
的
①
は
達
成
で
き
た
と
い
え
よ
う
。

成
果
・
所
感
⑤
に
つ
い
て
は
、
新
聞
や
テ
レ
ビ
が
な
い
こ
と
を
示
唆
し
な
が
ら
、
相
違
点
の
理
由
を

考
え
る
よ
う
問
い
か
け
た
。時
間
が
限
ら
れ
て
い
る
中
で
、説
明
や
対
話
の
時
間
が
十
分
に
取
れ
な
か
っ

た
点
が
惜
し
ま
れ
る
が
、
小
学
生
な
が
ら
、
社
会
の
出
来
事
を
文
字
で
記
録
し
、
広
範
囲
に
伝
え
る
媒

体
で
あ
る
と
い
う
新
聞
の
機
能
に
つ
い
て
的
確
に
理
解
し
て
い
る
参
加
者
も
い
た
点
は
特
筆
さ
れ
る
。

理
解
度
の
差
は
あ
る
が
、
お
お
む
ね
実
施
目
的
②
も
達
成
で
き
た
と
判
断
さ
れ
る
。

三　

古
文
書
に
関
す
る
教
育
の
実
践

学
習
名
：
「
む
か
し
の
〝
お
手
紙
〞体
験
」（「
ぶ
ん
ぱ
く
子
ど
も
教
室
」
と
し
て
）

実
施
日
時
：
平
成
二
十
六
年（
二
〇
一
四
）三
月
一
日（
土
） 

十
四
時
〜
十
六
時

参
加
人
数
： 
六
名（
い
ず
れ
も
事
前
募
集
に
応
募
し
た
小
学
生
）注

７

前
提ぶ

ん
ぱ
く
子
ど
も
教
室
は
、
筆
者
の
所
属
機
関
が
小
中
学
生
を
対
象
に
行
っ
て
い
る
学
習
普
及
活
動



二一

の
総
称
で
あ
る
。
今
回
は
、
同
時
期
の
二
階
総
合
展
示
室
で
開
催
中
の
「
細
川
家　

永
青
文
庫
コ
レ
ク

シ
ョ
ン
６　

南
北
朝
・
室
町
時
代
の
武
家
文
書
」
に
関
わ
る
教
室
と
し
て
、
同
展
主
担
当
の
筆
者
が
講

師
を
つ
と
め
た
。
募
集
チ
ラ
シ
に
は
、
次
の
よ
う
に
記
し
た
。

昔
の
人
み
た
い
に
、
和
紙
と
筆
を
使
っ
て
、
お
手
紙
を
書
き
ま
す
。「
あ
り
が
と
う
」、「
お
元

気
で
す
か
？
」、「
最
近
こ
ん
な
こ
と
が
あ
っ
た
よ
」
な
ど
な
ど
、
手
紙
を
書
い
て
、
自
分
の
気
持

ち
や
身
の
ま
わ
り
の
出
来
事
を
伝
え
る
の
は
、
今
も
昔
も
同
じ
で
す
。
昔
の
お
手
紙
の
書
き
方
を

聞
い
て
体
験
す
れ
ば
、
歴
史
や
古
文
書
が
少
し
身
近
に
感
じ
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
よ
！

展
示
と
の
関
わ
り

「
永
青
文
庫
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
６
」展
で
展
示
し
た
永
青
文
庫
所
蔵「
細
川
家
文
書
」
は
、
南
北
朝
・
室

町
時
代
に
細
川
家（
和
泉
上
半
国
守
護
家
）
が
受
信
し
た
文
書
が
、
そ
の
子
孫
に
ま
と
ま
っ
て
残
っ
た

も
の
で
あ
り
、
古
文
書
学
の
主
要
論
点
で
あ
る
伝
来
・
形
態
・
様
式
・
機
能
の
全
て
に
つ
い
て
十
分
な

考
察
が
可
能
と
な
る
文
書
群
で
あ
る
。
特
に
注
目
さ
れ
る
の
は
、
中
世
に
お
け
る
書
状
の
筆
記
方
法
や

封
式
が
明
ら
か
と
な
る
文
書
が
多
数
存
す
る
こ
と
で
あ
る
。

中
世
に
お
い
て
書
状
を
書
く
際
に
は
、
例
え
ば
図
２
の
ご
と
く
、
二
枚
の
紙
を
（
机
に
置
く
の
で
は

な
く
）左
手
で
持
ち
上
げ
て
、
左
方
を
巻
い
て
筆
記
し
た
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
て
い
る

注
８

。
こ
の
指

摘
は
、
本
文
が
長
く
な
っ
た
際
に
、
一
紙
目
は
表
に
書
き
、
二
紙
目
は
裏
に
書
い
て
い
る
例
や
、
一
紙

目
に
文
章
が
お
さ
ま
っ
て
も
、
文
字
を
書
か
な
い
二
紙
目（
裏
紙
）
を
添
え
た
例
で
補
完
さ
れ
て
い
る

注
９

。
こ
の
二
紙
目
の
紙
は
無
字
で
あ
る
た
め
、
廃
棄
さ
れ
た
り
、
受
け
取
っ
た
側
が
再
利
用
し
た
り

し
た
よ
う
で
、
残
っ
て
い
な
い
例
も
多
い
が
、
細
川
家
文
書
に
は
残
存
し
て
い
る
も
の
が
複
数
存
す
る

の
で
あ
る
。

ま
た
細
川
家
文
書
に
は
、
文
書
本
紙
の
端
を
切
っ
て
、
畳
ん
だ
文
書
自
体
を
巻
い
た
切
封
や
、
発
信

時
に
文
書
本
紙
を
く
る
ん
だ
懸
紙
が
残
っ
て
い
る
も
の
も
多
い
。
切
封
は
千
切
れ
る
こ
と
も
多
く
、
懸

紙
は
受
信
者
側
で
保
存
の
た
め
に
文
書
を
包
ん
だ
包
紙
と
は
区
別
さ
れ
る
も
の
で
あ
り
、
文
書
の
発
給

時
の
形
態
を
よ
く
残
し
て
い
る
と
い
う
点
で
貴
重
な
も
の
で
あ
る
。

今
回
は
比
較
的
時
間
に
余
裕
が
あ
る
こ
と
も
あ
り
、
中
世
に
お
け
る
書
状
の
筆
記
方
法
や
封
式
に
注

目
し
た
参
加
体
験
型
学
習
を
、
以
下
の
ご
と
く
実
施
し
た
。

実
施
目
的

①
和
紙
と
筆
を
用
い
、
さ
ら
に
現
代
と
は
少
し
異
な
る
動
作
・
規
則
を
経
験
す
る
こ
と
で
、
歴
史
や
古

文
書
を
身
近
に
感
じ
る
。

②
手
紙
の
執
筆
と
い
う
体
験
を
通
し
て
、
モ
ノ
を
介
し
て
意
思
を
伝
達
す
る
と
い
う
行
為
の
意
味
を
考

え
る
。

実
施
内
容

①
開
始
の
あ
い
さ
つ
。

＊「
ど
の
く
ら
い
の
頻
度
で
手
紙
を
書
く
？
」、「
パ
ソ
コ
ン
・
携
帯
電
話
の
メ
ー
ル
は
使
う
？
」

②
白
紙
に
鉛
筆
で
手
紙
を
書
い
て
み
よ
う
。

＊
Ａ
４
無
地
の
コ
ピ
ー
用
紙
と
鉛
筆
・
消
し
ゴ
ム
を
配
布
。

＊
あ
え
て
指
示
せ
ず
、
自
由
に
。

＊「
み
ん
な
の
手
紙
に
は
ど
ん
な
こ
と
を
書
い
た
の
か
な
？
」。
親
族
へ
の
近
況
報
告
。
友
人
に
、
ま

た
遊
ぼ
う
等
。

③
展
示
中
の
古
文
書
二
通
を
紹
介
。

＊
展
示
室
で
昔
の
人
の
手
書
き
の
手
紙
を
見
る
。

＊
当
時
の
人
の
大
事
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
手
段
。
我
々
が
歴
史
を
知
る
に
も
重
要
。

《図２》
『春日権現験記絵』巻五（部分）
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＊「
み
ん
な
の
手
紙
と
の
違
い
は
？
」。
漢
字
、く
ず
し
字
、花
押
、縦
書
き
、和
紙
、墨
、切
封
、懸
紙
。

＊「
み
ん
な
と
同
じ
と
こ
ろ
は
？
」。
本
文
、
署
名
、
あ
て
先
。
こ
れ
ら
は
今
も
昔
も
手
紙
に
必
要
な

要
素
。
名
前
を
書
く
位
置
は
、
相
手
に
対
す
る
礼
節
と
し
て
重
要
。

④
自
分
の
花
押（
名
前
を
紋
章
化
し
た
も
の
）
を
鉛
筆
で
作
っ
て
み
よ
う
。

＊
名
前
の
漢
字
を
も
と
に
、
自
由
に
デ
ザ
イ
ン
。

⑤
筆
ペ
ン
と
半
紙
を
使
っ
て
、
昔
の
人
の
手
紙
の
書
き
方
を
体
験
し
よ
う
。

＊
筆
ペ
ン
と
習
字
用
半
紙
を
配
布
。
さ
っ
き
の
鉛
筆
書
き
の
手
紙
の
文
章
を
書
く
。

＊
昔
は
左
手
に
二
枚
の
紙
を
持
っ
て
左
方
を
巻
き
（
あ
る
い
は
折
り
）、
空
中
で
書
く
。
楷
書
よ
り

も
行
書
・
草
書
の
連
綿（
一
文
字
一
文
字
を
区
切
ら
ず
に
、
続
け
て
書
く
）
の
方
が
書
き
や
す
い
。

＊
二
枚
目
の
紙
に
何
も
書
い
て
い
な
く
て
も
、
二
枚
一
緒
に
畳
む
。
現
代
で
も
便
箋
に
手
書
き
で
手

紙
を
書
く
際
は
、
余
分
の
（
文
字
を
書
か
な
い
）便
箋
を
添
え
る
の
が
礼
儀
。

＊
練
習
は
何
枚
使
っ
て
も
よ
い
。
慣
れ
て
き
た
ら
、
清
書
す
る
。

⑥
半
紙
を
使
っ
て
昔
の
人
の
封
筒
を
作
っ
て
み
よ
う
。

＊
封
筒
の
目
的
。
第
三
者
に
よ
る
運
搬
の
際
の
秘
密
保
持
。
相
手
へ
の
礼
儀
。
ハ
ガ
キ
は
略
式
な
の

で
本
体
だ
け
で
出
す
。

＊
昔
は
切
封（
手
紙
の
端
を
切
っ
て
巻
き
こ
む
）
や
懸
紙（
手
紙
と
は
別
の
紙
を
折
っ
て
、
手
紙
を
く

る
む
）
を
施
し
た
。
配
付
資
料「
切
封
・
懸
紙
の
図
解
」（
図
３
）参
照
。

＊
練
習
は
何
枚
使
っ
て
も
よ
い
。
懸
紙
は
、
慣
れ
て
き
た
ら
清
書
す
る
。

⑦
清
書
し
た
手
紙
に
切
封
・
懸
紙
を
し
て
完
成
。

＊
こ
の
段
階
で
手
紙
を
書
き
直
し
て
も
良
い
。

⑧
お
わ
り
の
あ
い
さ
つ
。

＊
手
紙
と
電
話
の
違
い
。

＊「
現
代
の
郵
便
屋
さ
ん
が
運
ぶ
と
き
に
必
要
な
も
の
は
？
」。
郵
便
番
号
・
住
所
。
相
手
を
知
っ
て

い
る
本
人
や
使
者
が
運
ぶ
の
で
は
な
く
、
第
三
者
が
手
紙
を
届
け
る
サ
ー
ビ
ス
が
成
立
し
て
い
る

現
代
。

＊
真
心
を
籠
め
た
自
筆
の
手
紙
を
受
け
た
と
き
の
う
れ
し
さ
は
メ
ー
ル
よ
り
も
大
き
い
。

端を切る
＊中央少し上から
　　横１㎝程

奥からたたむ 切りこみを
真上に折る

さらに切りこみ
を左に 90°折り

裏からまわす 切りこみを
折り目にさしこむ

切封の折り方

懸紙の折り方

　墨を引く

＊展示室ではインク ・
　墨の使用は禁止です

紙を縦長にして二つ折りにし、

さらに内側に三つ折りにする

三つ折りを開けて

本紙を中央に置く
天地を折る 相手と自分の名前を書く

太
郎
殿
へ
　
　
　
　
　次
郎

きりふう

かけがみ

お

お

はしおく うら
すみ

①　　　　②

再び三つ折りにする

《図３》
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成
果
・
所
感

文
字
を
書
く
、
あ
る
い
は
紙
を
折
る
・
切
る
と
い
う
素
朴
な
作
業
で
は
あ
る
が
、
日
常
生
活
で
は
体

験
し
な
い
作
業
だ
っ
た
た
め
か
、
概
し
て
好
評
で
あ
っ
た
。
練
習
の
際
は
半
紙
を
何
枚
使
っ
て
も
よ
い

と
し
た
た
め
に
、
の
び
の
び
と
作
業
し
、
結
果
的
に
集
中
で
き
た
よ
う
で
あ
る
。
そ
の
反
面
、
予
想
し

て
い
た
こ
と
で
は
あ
る
が
、
墨
で
手
を
汚
す
参
加
者
も
お
り
、
ウ
ェ
ッ
ト
テ
ィ
ッ
シ
ュ
等
の
用
意
は
必

須
で
あ
る
。

今
回
は
、
昔
の
行
為
を
身
近
に
感
じ
る
と
い
う
こ
と
に
主
眼
を
置
い
た
た
め
、
家
庭
で
容
易
に
準
備

で
き
る
筆
ペ
ン
と
習
字
用
半
紙
を
準
備
し
た
。
今
後
、
よ
り
本
格
的
な
体
験
と
い
う
目
的
で
実
施
す
る

の
で
あ
れ
ば
、
墨
汁
と
筆
、（
習
字
用
半
紙
よ
り
も
）厚
手
で
大
き
い
和
紙
を
準
備
す
れ
ば
、
文
字
の
か

す
れ
や
墨
継
ぎ
、
字
配
り
等
の
体
験
も
可
能
に
な
る
と
思
わ
れ
る
が
、
ま
ず
実
施
目
的
①
は
達
成
し
た

と
判
断
さ
れ
る
。

実
施
目
的
②
に
つ
い
て
も
、
封
筒
の
意
味
・
機
能
や
、
自
分
お
よ
び
相
手
の
名
前
を
書
く
位
置
で
礼

節
を
表
す
こ
と
を
説
明
し
た
際
に
、「
な
る
ほ
ど
」
と
い
う
反
応
が
複
数
あ
っ
た
の
で
、
一
定
程
度
は

達
成
で
き
た
と
判
断
さ
れ
る
。

参
加
者
が
実
施
内
容
②（
白
紙
に
鉛
筆
で
自
由
に
手
紙
を
書
く
）の
作
業
を
す
る
際
、紙
使
い
の
縦
長
・

横
長
と
、
書
式
の
縦
書
き
・
横
書
き
の
組
合
せ
が
全
て
提
出
さ
れ
た
。
パ
ソ
コ
ン
の
使
用
が
普
及
し
た

今
日
の
青
年
・
壮
年
世
代
で
は
、
縦
長
の
紙
使
い
に
横
書
き
が
一
般
化
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
が
、

小
学
生
は
そ
う
で
も
な
い
よ
う
で
あ
る
。
ま
た
、
意
外
だ
っ
た
の
は
、
全
て
の
参
加
者
が
日
付
を
書
い

て
い
な
か
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
も
、
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
縛
ら
れ
て
日
々
を
過
ご
す
社
会
人
と
小
学

生
の
差
で
あ
ろ
う
か
。

実
施
内
容
⑤（
手
に
二
枚
の
紙
を
持
っ
て
巻
く
か
折
り
、
空
中
で
書
く
）
で
は
、
絵
巻
に
描
か
れ
た

よ
う
な
姿
勢
、
筆
の
持
ち
方
で
手
紙
を
書
い
て
い
た
参
加
者
も
複
数
お
り
、
最
も
自
然
な
体
の
使
い
方

が
時
代
を
越
え
て
存
在
す
る
こ
と
が
窺
え
た
。

改
善
す
べ
き
点
と
し
て
、実
施
内
容
④（
花
押
の
作
成
）で
、な
か
な
か
案
が
出
な
い
参
加
者
が
多
か
っ

た
。
自
由
に
デ
ザ
イ
ン
し
て
楽
し
ん
で
ほ
し
い
と
い
う
意
図
で
あ
っ
た
が
、
よ
り
多
く
の
花
押
の
具
体

例
を
提
示
す
る
な
ど
し
て
、
参
考
に
供
し
た
方
が
よ
か
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
た
だ
し
、
少
し
時
間

を
か
け
る
と
、
ハ
ー
ト
マ
ー
ク
の
よ
う
に
現
代
風
の
多
彩
な
案
が
出
た
。

結
以
上
、
博
物
館
に
お
け
る
古
文
書
・
古
記
録
の
展
示
と
教
育
と
い
う
観
点
か
ら
、
近
年
の
展
示
や
、

小
学
生
を
対
象
と
す
る
参
加
体
験
型
学
習
の
実
践
に
つ
い
て
述
べ
て
き
た
。

文
章
や
手
紙
を
書
く
と
い
う
行
為
が
携
帯
電
話
や
パ
ソ
コ
ン
の
メ
ー
ル
に
代
替
さ
れ
て
い
く
な
か

で
、
日
記
や
文
書
を
手
で
筆
記
し
、
封
を
施
す
と
い
う
原
初
的
な
体
験
は
、
文
献
資
料
の
理
解
を
深
め

る
に
違
い
な
い
。「
昔
の
手
紙
」
や
「
昔
の
日
記
」
は
、今
回
触
れ
ら
れ
な
か
っ
た
さ
ま
ざ
ま
な
作
法
や
、

募
集
す
る
参
加
者
の
年
齢
等
の
要
素
を
考
慮
し
て
、
作
業
過
程
を
加
除
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
り
、
昔

の
行
為
を
追
体
験
す
る
と
い
う
基
本
方
針
の
参
加
体
験
型
学
習
は
、
今
後
も
継
続
し
て
開
催
す
る
意
義

が
あ
る
。

集
客
・
収
益
に
結
び
付
か
な
い
と
思
い
込
ま
れ
て
い
る
文
献
資
料
の
展
示
で
あ
る
が
、
本
質
的
な
理

解
へ
の
要
望
は
確
実
に
存
す
る
。
小
中
学
生
の
み
な
ら
ず
、
社
会
人
を
対
象
と
し
た
参
加
体
験
型
学
習

の
計
画
を
考
え
る
こ
と
も
一
つ
の
解
答
で
あ
ろ
う
。
今
後
も
よ
り
効
果
的
な
展
示
と
教
育
の
あ
り
方
を

模
索
し
て
い
き
た
い
。

注１　

以
下
、
展
示
に
つ
き
、
図
録
の
刊
行
さ
れ
た
も
の
は
『　

』
で
く
く
り
、
図
録
の
刊
行
さ
れ
て
い

な
い
も
の
（
Ａ
３
厚
紙
二
つ
折
り
の
カ
ラ
ー
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を
作
成
）
は
「　

」
で
く
く
る
。

２　

正
式
な
展
示
名
は
「
近
衞
家　

王
朝
の
み
や
び　

陽
明
文
庫
の
名
宝
２
」
で
あ
る
が
、以
下
で
は
、

「
近
衞
家　

王
朝
の
み
や
び
」
を
省
略
す
る
。「
天
皇
と
関
白
の
和
歌
」等
の
（　

）内
の
記
載
は
、
そ

の
年
の
展
示
の
主
題
で
あ
る
。

３　

京
都
府
京
都
文
化
博
物
館
総
合
展
示『
聖
護
院
門
跡
の
名
宝
―
門
跡
と
山
伏
の
歴
史
―
』
と
龍
谷

大
学
龍
谷
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
特
別
展『
聖
護
院
門
跡
の
名
宝
―
修
験
道
と
華
麗
な
る
障
壁
画
―
』
の
成

果
と
を
合
わ
せ
て
図
録『
聖
護
院
門
跡
の
名
宝
』
を
刊
行
し
た
。

４　

図
録
以
外
の
関
連
刊
行
物
と
し
て
、『
歴
博
』一
八
四（
特
集
：
中
世
の
古
文
書
、
二
〇
一
四
年
）

が
あ
る
。
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５　

担
当
者
が
同
展
の
意
図
や
創
意
工
夫
、
数
値
的
な
記
録
等
を
整
理
し
た
も
の
と
し
て
、
高
橋
大
樹

「
地
域
博
物
館
に
お
け
る
古
文
書
展
示
―
平
成
二
五
年
度
企
画
展「
湖
都
大
津
の
こ
も
ん
じ
ょ
学
」報

告
―
」（『
大
津
市
歴
史
博
物
館
研
究
紀
要
』二
〇
、二
〇
一
五
年
）
が
あ
る
。
同
様
の
関
心
を
持
つ
館

外
の
者
に
も
成
果
が
共
有
で
き
る
重
要
な
報
告
で
あ
る
。

６　

＊
の
下
に
は
留
意
点
や
問
い
・
活
動
の
具
体
的
内
容
を
記
し
た
。
以
下
同
様
。

７　

中
学
生
も
募
集
し
た
が
、
参
加
者
は
な
か
っ
た
。
広
報
の
あ
り
方
と
合
わ
せ
て
、
中
等
教
育
段
階

で
関
心
を
抱
く
よ
う
な
学
習
内
容
を
考
え
る
こ
と
が
課
題
と
し
て
あ
る
。

８　

田
中
稔「
絵
巻
に
見
え
る
書
状
の
書
き
方
」（
同『
中
世
史
料
論
考
』吉
川
弘
文
館
、
一
九
九
三
年
。

初
出
一
九
九
一
年
）。

９　

田
中
稔「
本
紙
・
礼
紙
と
料
紙
の
使
用
法
に
つ
い
て
」（
同『
中
世
史
料
論
考
』吉
川
弘
文
館
、

一
九
九
三
年
。
初
出
一
九
七
六
年
）等
。
田
中
稔「
礼
紙
に
つ
い
て
」（
同『
中
世
史
料
論
考
』吉
川
弘
文

館
、
一
九
九
三
年
。
初
出
一
九
八
四
年
）
も
参
照
。

図
１
：
当
日
配
布
の
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
に
補
訂
を
加
え
た

図
２
：
東
京
国
立
博
物
館
所
蔵
模
本『
春
日
権
現
験
記
絵
』巻
五（
続
日
本
絵
巻
大
成『
春
日
権
現
験
記
絵

　

上
』中
央
公
論
社
、
一
九
八
二
年
）。

図
３
：
当
日
配
布
し
た
「
切
封
・
懸
紙
の
図
解
」
プ
リ
ン
ト
。

﹇
付
記
﹈本
研
究
はJSPS 

科
研
費15H

00015

に
よ
る
成
果
の
一
部
で
あ
る
。
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